
大阪府医師会「メディカルカフェ」 

 

大阪府民の健康啓発を目指し、大阪府医師会で

は 12 月２日に「メディカルカフェ」を開催し

ました。今回のテーマは「高齢者のおひとりさ

ま生活、実は幸せ？」。近隣のカフェの協力を

得ながら、いつもの会議室を即席の「カフェ」

にアレンジし、府民の皆さまとトークを交わし

ました。 

 

「高齢者の生活」は、独居問題や孤独死など、とかく暗くなりがち

な話題ですが、講師の辻川覚志・府医広報委員会副委員長が２千人

を超える府民にアンケートを行ったところ、「高齢者の独居は生活満

足度が高い」という、意外な？結果が見えてきました。更に、「夫婦

２人暮らしは満足度が低い」「すべての世代でコミュニケーションに

変化が生じている」など、府民の実情が浮き彫りになりました。 

 

当日は、辻川氏が調査に基づく講演を約１時間行い、３テーブルに

分けて意見を交換しました。今回参加された府民の方は３８人。独

居の方の参加は２人でしたが、各人「満足度は１００点満点」と答

えておられました。また、「老後生活の希望」を尋ねたところ、①

配偶者と過ごしたい（13人）、②ひとり暮らしがいい（12人）、③

配偶者・子・孫など家族と過ごしたい（７人）と続いており、「独

居生活＝不幸」という形は当てはまらない様子がうかがえました。 

 

大阪府医師会では、今後も興味深い話題を取り上げ、対話を重視

した「双方向性の広報活動」を進めていきたいと考えています。  

大阪府医師会の活動にご支援・ご協力いただきますよう、よろし

くお願い申し上げます。 

  

 

役員がカフェのマ

スターに扮して会

を盛り上げました 

講師の辻川氏 


